
Ｈ30.6.28現在

食生活 運動 こころ・休養 歯科・口腔 たばこ アルコール 地域づくり 健康管理・がん検診・健康診査 糖尿病 救急医療

乳幼児期
０～５歳

間食が多い（3.6健診時アンケート）
・インスタント食品・ジュース・スナック
菓子などをよく食べると答えた保護者
が２割弱いる

・仕上げ磨きをする親の割合が低
い69.1％（県72.9％、目標75.0％）
（すこやか親子21）

・5歳児でう歯のない人が52.34％と
少ない（県こどもの歯科保健統計）

・乳幼児健診受診率（保健事業概
要）
（Ｈ29年度）
　１か月健診　96.9％
　３ヶ月健診　98.4％
　７ヶ月健診　97.0％
　１歳６ヶ月健診　97.8％
　３歳６ヶ月健診　97.9％
⇒現状でも受診率は高いが目標は
100％とし、目指しての取り組みが
必要

学童期
６～１２歳

・甘いお菓子の次にジュースをおや
つに摂る割合が多い（食育意識調
査）

・コンビニ弁当やインスタント食品を
週１回以上食べると答えた子どもが４
割いる（食育意識調査）

・朝食の欠食は小学生→中学生と年
齢が上がるに連れて増える（ネット
ワーク調査）

・主食、主菜、副菜のそろった朝食を
食べている子は２割弱と少ない（ネッ
トワーク調査）
⇒朝食はとれていても内容が課題
　朝食で野菜が摂れるような啓発が
必要

・毎日家族と一緒に食事をしていない
と答えた子どもが2割弱いる（食育意
識調査）

・8歳児で1人平均う歯本数が0.34
本と多い（県0.26本）

・8歳児でう歯のない人の割合は
76.44％（治療済み含む）　（県
80.63％）

・12歳児1人平均う歯本数は0.97本
と多い（県0.81本）
（県こどもの歯科保健統計）

思春期
１３～１８

歳

・甘いお菓子の次にジュースをおや
つに摂る割合が多い（食育意識調
査）

12～14歳児
・歯肉炎に罹患していない人が
77.86％と低い（県78.75％）
・う歯のない人が56.54％と少ない
（県63.42％）

青年期
１９～３９

歳

20代
・外食を利用する人が最も多い
・朝食をほとんど食べていない人が
最も多い
・主食、主菜、副菜のそろった朝食を
とっている人の割合は最も低い
共食の場に参加した経験は若い世代
ほど少ない

・父親の喫煙率が高い（すこやか親
子21）
　　1.6：42.7％（県39.1％、目標
30.0％）
　　3.6：42.3％（県39.0％、目標
30.0％）

・妊婦の喫煙率は減少傾向にはあ
るが、県の目標値（0.0％）には到達
していない　市：2.8％（県2.8％）

・妊娠中の妊婦の飲酒率は2.3％と
県（0.6％）よりも高い（すこやか親
子21）
　⇒県目標が0.0％のため、引き続
きの保健指導等が大切

・親が子どもにノンアルコール飲料
を勧めることもある
　⇒正しい知識の普及と親への教
育が必要か

・20代、40代男性で地域のつながり
が低い（健康意識調査）

・30代40代の男性の3割がBMIの判
定が肥満と多い（健康意識調査）

壮年期
４０～６４

歳

・野菜料理を毎食食べている人は
16％と低く、特に20～50代が少ない
（食育意識調査）

・間食は年代に関係なく「ほとんど毎
日」摂っている人が多い（健康意識調
査）

・高血圧の人でも塩分、薄味、油のこ
とについて意識していない人が２割
いる

・週３回以上朝食を欠食する人が男
女共に県平均より高い

高齢前期
６５～７４

歳

・週３回以上朝食を欠食する人が男
女共に県平均より高い

・低栄養、肥満の方が総計30％を超
えている（Ｈ29介護予防ニーズ調査）

・誰かと食事をする機会のない人も
約20％いる（Ｈ29介護予防調査）

高齢後期
７５歳以上

・週３回以上朝食を欠食する人が男
女共に県平均より高い

その他
・児童公園でＨ28年までは「敷地内
禁煙」だったところが、Ｈ29では「自
由に吸える」となったところがある

・ロコモの認識について31.4％の方
が知っており、県平均（29.3％）より
は高いが、目標値（80％）には届い
ていない

･過去1年間に転倒したことが「何度
も」「1度以上」あると答えた人が
34.7％いる

・半数以上の方が転倒に不安を
持っている（介護予防ニーズ調査）

・県平均より運動習慣のない人が
多い（ＫＤＢ）
　　　　　　　　　　↓
　　筋力アップ、介護予防

・近隣との交流が「なし」「３ヶ月に１
回程度」が約10％あり、地域社会
参加においても半数を超える人が
「なし」と答えている（介護予防ニー
ズ調査）
⇒人との交流や社会参加が少ない
ことから、そのような方でも参加し
やすい場の設定や見守り、声かけ
が必要
　　　　　　　↓
社会参加することが健康づくりにつ
ながっているという認識をもっても
らう

・国保医療費（入院+外来）の第2位
が糖尿病（1位が精神疾患）
・要介護者の有病状況でみると糖
尿病は27.6％（Ｈ29）と約1/4の方に
あり、県23.2％、国21.9％と比べて
高い
（心臓病70.5％、筋･骨疾患58.0％、
精神45.9％）
　⇒有病率では他の疾患に比べる
と少ないが、症状が進行し透析に
なると医療費が増大すると考えら
れる
　⇒若い頃からの予防と合併症等
の普及が必要
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認知度を上げ
る

・若年層の自殺死亡数が０ではな
い

・女性の20・30代で運動習慣のある
人の割合が極端に少ない（子育て
世代？）

・男性は40代が少ない（働き盛
り？）

・女性30代、男性40代では運動を
「する気がない」と答えている人が3
割近くおり、多い
⇒時間がない中でもできるような
「ながら運動」の情報提供が必要か
（健康意識調査）

　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　メタボ対策

・ストレス解消法を持ってない人が
24.7％と多い（県民意識調査）
　（県目標：持っている人が90.0％）

・思い悩んだ人の割合が各年代と
もに高い
　⇒いかに思い留まり、実際に自殺
企図へと進まないようにするかが
大切

・相談窓口を知っている人の割合
が、多い年代でも30％と低く、解決
方法の幅を広げるため、さらなる情
報提供が必要

・自殺死亡率が高い　Ｈ29　29.72
人（人口10万人対）

・ゲートキーパーの認知度が低い
（健康意識調査）

・睡眠による休養が取れていると答
えた人の割合が56.7％と県
（63.0％）より低い（県民意識調査）

・かかりつけのある人が55％しかい
ない（健康意識調査）

・1日2回以上の歯磨きをする人が
58.3％と少ない（健康意識調査）

・定期健診をする人の割合が
22.7％と低い（健康意識調査）

・歯周病と診断された人（過去も含
む）が35％と多い（健康意識調査）
　⇒ない人の中に受診していない
ために歯周病と診断されていない
だけの人がいるのではないか

60歳代の人の自分の歯の本数
21.2本
⇒「6024」を考えると市の現状はよ
くない

･糖尿病の合併症については最も
認識のある「網膜症」でも約半数の
人しか知らず、その他は半数以下
の方しか知らないという現状

・男性の喫煙率が県平均と比べて
高い
⇒受動喫煙の対策が必要

・きっかけは「家族が吸っていた」
「友人から勧められた」「職場の人
が吸っていた」と環境要因が大きく
影響するため、喫煙の連鎖を防ぐ
ことが必要。具体的には友人に勧
めない等の教育も必要か

・ＣＯＰＤの認知度が41.5％と低い
（県目標80％）

　　　　　　　　　　↓

・肺がんが多いことへつながってい
る

・「節度ある適度な飲酒」が1日1合
であることを知っている人の割合が
58.8％（県民意識調査）、65.0％（健
康意識調査）、（県58.6％、目標値
100％）と低い

・週2日以上の休肝日を設けている
人は23.5％（県民意識調査）（県
24.4％、目標値34％）と低い

・がん検診受診率（保健事業概要）
　胃がん　　　 8.3％
　大腸がん　　9.2％
　肺がん　　　15.9％
　子宮がん　　 8.7％
　乳がん　　　　9.8％
　前立腺がん　5.4％　　　と低い
・「全く受けていない」と答えた方の
理由は1位「医療機関に定期受
診」、2位「いつでも医療機関を受診
できる」、4位「面倒だから」、だった
⇒検診の目的・意義等が伝わって
いないのではないか


